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」（13頁、
傍点は原文）ず、その傷つきやすい身体を無防備にさらしている点であることが
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指摘されるのである。本書の立場からすれば当然だが、この魅力的な論点がそれ
以上探求されることはない（仮に議論されたとしても、それは「フィルム・ノワー
ル」という語なしで行なわれたはずである）。とはいえ、本書のテクストにはこ
のような個別の作品へと向けられた思考がたしかに潜在している。それこそが、
膨大な一次資料の緻密なリサーチと従来の映画学の研究成果に対する批判的考察
の結晶とも言える本書に、さらなる説得力と厚みを与えているのではないだろ 
うか。
また刊行後、著者自身によって幾度か本書の内容に関連する発展的・補足的な
議論も行なわれている（「少数報告（マイノリティ・リポート）は存在するか―
フィルム・ノワールと（反）アメリカ的なものの現在」、「メディアの系譜学」、
「「フィルム・ノワール」の名において？―映像／言説・再考」）。本書の議論を
さらに掘り下げるために、これらの論考も参照されたい。
